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 講座・催し
♦♦♦

「ボランティアガイド市川案内人の会」
によるウォーキング おびしゃを訪ねて
申し込み不要。当日は直接集合場所へ。
コース ＪＲ市川大野駅（午後１時出発）→駒
形大神社（にらめっこおびしゃ見学）→ 礼林
寺→ＪＲ市川大野駅（解散）

１月２０日（水）午後１時～４時※小雨決行
☎３３４-５７１０同会

（観光交流推進課）
♦♦♦
山田洋次×井上ひさし展関連イベント

「担当学芸員によるギャラリートーク」
担当学芸員が展示の見どころなどを中心
に、展示室をご案内します。

１月１０日（日）午後２時
文学ミュージアム
観覧料 一般５００円／６５歳以上４００円

／高校生・大学生２５０円（中学生以下無
料。障害者手帳をお持ちの方と付添の方１
人無料。２５人から団体料金あり。エコボ満
点カード１枚で１人無料。チラシ下部の半券

で幼園児、小・中学生同伴の保護者２割引）
☎３２０-３３３４同施設

♦♦♦
ベルホールシネマ 

１月２３日（土）①午前１１時「まんが世
界昔ばなし（三びきの子ぶた／おおかみと七
ひきの子やぎ／ブレーメンの音楽隊）」（アニ
メ・カラー・３３分） ②午後２時「ドンＱ」（１９２５
年 米・モノクロ・無声・字幕・１１０分）、いずれ
も開場は３０分前。

メディアパーク市川ベルホール
各回先着４６人
☎３２０-３３３４文学ミュージアム

♦♦♦
市川駅南公民館主催講座
ケーキを手作りで
バレンタインやひなまつりのケーキを手作り
してみませんか。

２月１日（月）・１５日（月）午前１０時～午後１時
市川駅南公民館　
市内在住・在勤・在学の方、抽選で１６人
３,０００円
往復はがきに必要事項（６面上段参照）

を書き、１月１４日（木）必着で同館（〒２７２-

００３２大洲４-１８-３）
☎３７０-３５６４同館

♦♦♦
水木洋子邸 一般公開
テーマ 追悼「原節子」

１月２３日（土）・２４日（日）午前１０時～午後４時
水木洋子邸

◆ミニイベント「水木邸着物の寒干し」
１月２１日（木）午前１１時～正午
☎３２０-３３３４文学ミュージアム

♦♦♦
正月はミニ鉄道に恒例の
蒸気機関車が登場
本物同様、石炭を燃やして蒸気の力で走る
本格的ミニ蒸気機関車（ＳＬ）の特別運行を
行います。当日は、新幹線Ｅ５系「はやぶさ」
のミニ鉄道も走ります。

１月３日（日）
ミニＳＬ運行時間 午前１０時３０分～正午、
午後１時～２時３０分
ミニ鉄道運行時間 午前９時４５分～正午、
午後０時４５分～４時

動植物園内ミニてつ広場
入園料（高校生以上４３０円、小・中学生

１００円）と乗車券（１歳以上１回１００円）
☎３３８-１９６０同園

♦♦♦
市川公民館主催講座

「初笑い市川寄席」
めずらし家芝楽他３人による落語と漫才で
す。「笑う門には福来たる」と言うように、たく
さん笑って福を招きましょう。　

１月３０日（土）午後１時３０分～４時
市川公民館　
抽選で７０人
往復はがき（１枚２人まで）に必要事項（６

面上段参照）を書き、１月１４日（木）必着で同
館（〒 ２７２-００３４市川２-３３-２）

☎３２１-１１７１同館
♦♦♦
市川市観光写真コンクール作品展
市内の名所・旧跡、自然、季節の風物詩な
ど、市の魅力を市川市観光写真コンクール
に入賞した作品で紹介します。

１月１４日（木）～２６日（火）午前９時～午後
１０時（26日は正午まで）

アイ・リンクタウン展望施設
☎７１１-１１４２観光交流推進課

　

成
人
と
し
て
の
門
出
を
仲
間
と
一
緒
に
祝
い
ま
せ
ん
か
。式
典
、式
典
ラ
イ

ブ
中
継
の
他
、小
・
中
学
校
卒
業
当
時
の
懐
か
し
い
先
生
方
か
ら
の
ビ
デ
オ

レ
タ
ー
の
放
映
や
茶
席
体
験
、着
付
け
直
し
な
ど
の
催
し
も
あ
り
ま
す
。

新
成
人
の
集
い
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１月10日（日）午前10時～午後０時30分
文化会館
平成７年４月２日～平成８年４月１日に生まれた方

※付き添いが必要な方は、要事前連絡。式典会場内には
手話通訳者がいます。

案内状（11月26日発送済、届かない場合は要連絡）
☎３２０-３３４３社会教育課

①
１
月
５
日（
火
）か
ら
、②
１
月
８
日（
金
）か
ら

①
中
央
図
書
館・こ
ど
も
と
し
ょ
か
ん（
一
般
向
け・中
高
生

向
け・子
ど
も
向
け
福
袋
）、②
信
篤
図
書
館（
一
般
向
け・

子
ど
も
向
け
福
袋
）・南
行
徳
図
書
館（
子
ど

も
向
け
福
袋
）

☎
３
２
０・３
３
４
６
中
央
図
書
館

　

図
書
館
職
員
が
、い
ろ
い
ろ
な
テ
ー
マ
で
選
ん
だ
本
を
福
袋

に
入
れ
て
貸
し
出
し
ま
す
。普
段
手
に
取
ら
な
い
新
た
な
本
と

の
出
会
い
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
。一
般・中
高
生
向
け
の
福
袋
に
は

３
冊
、子
ど
も
向
け
の
福
袋
に
は
５
冊
の
本
が
入
っ
て
い
ま
す
。

な
く
な
り
次
第
終
了
。（
本
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）

平
成
27
年
度

「本の福袋」の貸し出し

問
１
②
市
川
梨
丸　
梨
が
大
好
き
な
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
す
。市
川
市
出
身
の
イ
ラ
ス
ト

レ
ー
タ
ー
で
、チ
ー
バ
く
ん
な
ど
の
作
品
を
手
が
け
た
坂
崎
千
春
さ
ん
が
作
り
ま
し
た
。

問
２
④
東
山
魁
夷
記
念
館　
30
万
人
目
の
来
館
者
の
方
に
は
、記
念
品
と
し
て

ミ
ュー
ジ
ア
ム
グ
ッ
ズ
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。平
成
27
年
11
月
12
日
に
は
開
館
10
周
年
を
迎

え
、記
念
式
典
や
特
別
展
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

問
５
③
３
年
に
１
度　
五
カ
町
の
大
祭
で
の
み
こ
し
の
担
ぎ
方
は
、他
の
地
域
で
は
見

ら
れ
な
い
地
す
り
と
い
う
技
法
を
使
っ
て
お
り
、そ
の
姿
は
圧
巻
で
す
。

問
６
①
さ
ん
ば
ん
ぜ　
三
番
瀬
は
、ノ
リ
だ
け
で
な
く
魚
介
類
も
豊
富
に
取
れ
る
豊
か

な
漁
場
で
す
。ま
た
、魚
介
類
を
目
当
て
に
渡
り
鳥
が
多
く
訪
れ
る
場
所
で
も
あ
り
ま
す
。

問
７
②
国
府
台
城　
国
府
台
城
は
要
所
で
あ
っ
た
た
め
、こ
の
地
を
め
ぐ
っ
て
何
度
も

戦
が
起
き
た
そ
う
で
す
。

問
８
④
木
：
ク
ロ
マ
ツ　
花
：
バ
ラ　
か
つ
て
砂
浜
だ
っ
た
市
内
の
土
地
に
多
く
自
生

し
て
い
た
ク
ロ
マ
ツ
が
、１
９
７
０
年
12
月
3
日
に
市
の
木
と
し
て
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

１
９
７
５
年
7
月
21
日
に
、市
民
投
票
に
よ
り
バ
ラ
が
市
民
の
花
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、ク
ロ
マ
ツ
と
バ
ラ
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
ク
ロ
ロ
と
バ
ラ
ラ
が
、ガ
ー
デ
ニ
ン
グ・シ
テ
ィ
ー

い
ち
か
わ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。

問
９
②
１
５
０
メ
ー
ト
ル　
昼
夜
問
わ
ず
眺
望
を
楽
し
め
る
市
内
の
絶
景
ポ
イ
ン
ト

の
１
つ
で
す
。特
に
、こ
の
展
望
施
設
か
ら
の
夜
景
は
、国
の
夜
景
愛
好
家
で
構
成
さ
れ

た
団
体
に
よ
る「
新
日
本
三
大
夜
景・夜
景
１
０
０
選
」に
登
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
1０
④
昭
和
26
年
12
月
15
日　
昭
和
26
年
12
月
15
日
に
第
1
号
が
発
行
さ
れ
ま
し

た
。当
時
は
、「
市
川
市
廣
報
」と
い
う
名
前
で
し
た
。現
在
は
、「
広
報
い
ち
か
わ
」と
し
て

み
な
さ
ん
に
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

問
３
①
ガ
ブ
リ
エ
レ・バ
ウ
ア
ー

市
川
市
と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
テ
ィ
の
ロ
ー
ゼ

ン
ハ
イ
ム
市
は
、ド
イ
ツ
南
部
バ
イ
エ
ル

ン
州
の
南
に
位
置
す
る
人
口
約
６
万

人
の
都
市
で
す
。面
積
は
約
37
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
、約
56
平
方
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
で
あ
る
市
川
市
の
約
３
分
の
２
の

大
き
さ
で
す
。

市
川
ク
イ
ズ
・
パ
ズ
ル
ゲ
ー
ム
の
答
え

挑
戦 

市
川
あ
れ
こ
れ
ク
イ
ズ

挑
戦 

お
絵
か
き
パ
ズ
ル
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新しい本
との出会い

問
４
③
口



やってみよう
仲間募集〜趣味・交流

●アエテヨカッタ〜タシロのキオク/1月6日（水）
～10日（日）午前10時～午後7時（10日は午後5
時まで）/八幡市民談話室/写猫家 内田園子/☎
090-6190-7768内田
●寒さに負けるな、お餅をつこう/1月10日（日）
午前11時30分～午後1時/東部公民館/日本ボー
イスカウト市川第2団/☎335-2791立川
●和洋女子大リカレント四期書道展/1月15日

（金）～17日（日）午前9時30分～午後4時30分
（17日は午後3時まで）/芳澤ガーデンギャラリー/
和洋女子大学リカレント第四期生/☎371-1938
和洋女子大学書道準備室（昼間）
●日本太極拳法 無料講習会/1月16日（土）午前
10時～11時30分/南行徳市民センター/日本太
極拳法一楽庵/☎080-5438-9821坪内
●冬こそ楽しい自然ウォッチング/1月16日（土）
午前10時～午後0時30分/堀之内緑地～堀之内
貝塚公園～小塚山公園～じゅん菜池緑地/200円
/東葛しぜん観察会/☎04-7153-5392渋谷
●講演会「ろう重複障害とは」/1月17日（日）午
後1時～3時/市川駅南公民館/市川市手話サーク
ル輪の会/☎320-0570荒川（夜間）
●市川南フォトクラブ23回写真展/1月18日

（月）～24日（日）午前10時～午後5時（18日は正
午から、24日は午後4時まで）/八幡市民談話室/市
川南フォトクラブ/☎322-0003藤沢
●良縁を願う親と子の情報交換の会/1月21
日（木）午後1時～3時/男女共同参画センター
/1,000円/市川縁結びおばさん/☎375-4492
黒田
●専攻科造形芸術科「卒展」/1月22日（金）～
24日（日）午前9時30分～午後4時30分/芳澤
ガーデンギャラリー/筑波大学附属聴覚特別支援
学校専攻科造形芸術科/☎371-4507造形芸術
科（昼間）

高次脳機能障害と就労について/1月23日

（土）午後1時～3時30分/急病診療・ふれあいセ
ンター/NPO法人生きがいと助けあいSSU市川/
☎090-9302-5483竹野
●第20回記念翠展/1月26日（火）～31日（日）午
前10時～午後6時（26日は午前11時から、31日は
午後5時まで）/八幡市民談話室/アートルームミドリ
/☎378-5204伊藤
●第19回全国水声書展/1月30日（土）～2月1日

（月）午前10時～午後5時/文化会館/水声書道
協会/FAX335-5433大貫
●行徳高校定時制独立校舎お別れ会/2月27日

（土）午後2時～3時30分/行徳高校/1,000円/
行徳高校定時制同窓会/☎395-1040関口
●市川市民野球大会参加チーム募集/3月27
日（日）（申し込みは2月6日（土）・7日（日）午前10
時～午後4時）/国府台スポーツセンター野球
場、河川敷12号球場/A～C級35､000円、D
級25,000円/市川市野球協会/☎090-8851-
0600武田

語学・教育
●50歳からゆっくり英会話初中級/月４回火曜
日午後1時～4時45分/勤労福祉センター本館/月
4,400円/Sachiko英会話/☎376-2831相良（夜
間）
●朗読･活舌･心の想像力を養う/第1火曜日午
前10時～正午/幸公民館/月1,000円/朗読を楽し
む会/☎395-7458金澤（夜間）
●フランス語会話初級/第1･3水曜日午後2時～
3時30分/大野公民館/入会金1,000円、月3,000
円/フランセの会/☎334-6722福田（夜間）
●アメリカ人講師による中級英会話/毎週土曜
日午後6時～9時/文化会館/月4,000円/市川中
級英会話/☎372-5538榎本
●実用英語/毎週日曜日午後3時～5時/勤労福
祉センター分館/入会費2,000円、月2,000円/
ABCサークル/☎323-3305林

スポーツ・健康
●峨眉「伸展功」･太極拳/第2･4土曜日午後6時
30分～8時/市川駅南公民館/1回1,000円/太極
拳サークル/☎070-6551-0706鈴木（夜間）
●中国武術内家拳護身術/月3回日曜日午後1時
～3時/南行徳市民談話室/入会金2,000円、月
5,000円/中国武術内家拳の会/☎090-5750-
6264吉田
●ママさんバレーボール/毎週水･土曜日午後7
時～9時/第七中学校/月1,000円/スパローズ/☎
090-7226-0663鈴木
●中国医療保健体操「練功十八法」/月2回月曜
日午前10時～11時45分/アイリンクホール/1回
500円/練功十八法朋友会/☎090-5330-8297
小島（昼間）
●中国医療保健体操「練功十八法」/月3回木曜
日午後2時～3時30分/アイ・リンクホール他/1回

500円/市川練功の会/☎090-5330-8297小島
（昼間）
●合気道（初心者大歓迎）/毎週土曜日他午前
11時～正午/行徳公民館他/月4,000円/市川合
気会/☎070-1558-0301中島（昼間）
●美容と健康の呼吸太極拳/第1･２･３火曜日午
前10時～11時30分/急病診療ふれあいセンター/
☎090-8962-7161藤原

舞踊・ダンス
●フラダンス/第1･3土曜日午後1時～4時/信篤
公民館/月2,700円/信篤ハワイアンダンスクラブ/
☎090-8114-2994小野

音楽・芸能
●三味線の基礎からの学習/第2･4土曜日午前
10時～正午/行徳公民館/月3,500円/行徳三絃
の会/☎090-5427-1466桜井
●民謡 おけいこ/月4回土曜日午後1時～4時/
信篤公民館/月3,000円/原木民謡クラブ/☎327-
7044北崎（夜間）
●詩吟始めませんか（見学随時）/月2回火･金曜
日午前9時30分～11時30分/市川地域ふれあい
館/月2,500円/市川吟詠会/☎371-9500村田

書道・絵画
●木版画を楽しく作りませんか/第2土曜日午前
9時～正午/行徳公民館/月2,500円/市川木版画
クラブ/☎397-5035下﨑（夜間）
●筆に依るすべての文字を勉強する/月3回金
曜日午後1時～4時/男女共同参画センター/月
3,000円/墨香会/☎371-3708金野（昼間）
●お絵描き･模写初心者、一般歓迎/第3･4火曜
日午後1時～4時/中央公民館/1回1,500円/あー
と文化水彩画/☎080-5675-2221小田
●暮らしに役立つペン字の練習/第1･3日曜日午
後2時～4時30分/行徳公民館/月2,000円/行徳
ペン習字クラブ/☎396-6808片桐
●モチーフを見て自由に描きます/第2・4水曜
日午前10時～正午/若宮公民館/入会金500円
1回700円/色エンピツ画若宮/☎337-4579黒川

（夜間）

その他
●読書会（女性のみ）/第3木曜日（8月、12月は
第1木曜のみ）午前10時30分～午後0時30分/メ
ディアパーク市川地下集会室/年会費1,000円/う
ずしお読書会/☎379-8007久保（昼間）
●男の料理教室/第3土曜日午前9時～午後1
時/東部公民館/半年7,000円/男厨会/☎090-
6156-4559鈴木（昼間）
●子供将棋（初心者向け教室です）/第1･3日曜
日午前9時30分～正午/勤労福祉センター分館/
入会金2,000円、月1,200円/本八幡子供将棋教
室/☎090-6508-3925内ヶ崎（昼間）

…1％支援制度の支援対象事業

このコーナーは１週号に掲載しています。

たのしもう
イベント

［
川
柳
選
評
］お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

今
年
も
川
柳
を
お
た
の
し
み
く
だ
さ
い
。一句

目
は
お
正
月
ら
し
い
準一さ
ん
の
句
。近
頃
は

お
茶
の
間
で
の
福
笑
い
は
余
り
お
目
に
か
か

れ
ま
せ
ん
が
正
月
の
雰
囲
気
が
いい
で
す
。中

七
に
に
ピ
カ
ソ
を
引
っ
張
り
出
し
た
の
は
さ
す

が
に
ベ
テ
ラ
ン
。二
句
目
は
武
夫
さ
ん
の
招
き

猫
と
の
対
話
。年
末
の
お
つ
か
れ
様
、年
頭
の

今
年
も
ヨ
ロ
シ
ク
と
か
招
き
猫
と
の
ほ
の
ぼ
の

し
た
映
像
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。そ
し
て
三

句
目
、信
夫
さ
ん
が
日
常
の
光
景
を
力
ま
ず

す
う
っ
と
詠
ん
だ
の
が
成
功
し
ま
し
た
。こ
れ

か
ら
も
日
常
の
く
ら
し
の
句
た
の
し
ん
で
く

だ
さ
い
。四
句
目
江
津
子
さ
ん
大
変
面
白
い
。

入
院
中
も
つ
け
ま
つ
毛
を
し
て
も
い
い
の
で

し
ょ
う
か
。下
五
の
命
令
調
が
謎
め
い
て
い
ま

す
が
、大
い
に
笑
え
る
の
が
い
か
に
も
川
柳
で

いい
で
す
ね
。そ
し
て
今
月
の
ト
リ
は
ち
よ
さ

ん
。こ
の
句
も
ま
た
お
も
し
ろ
い
。小
銭
か
札

か
、こ
こ
ま
で
踏
み
込
ん
だ
の
が
勝
利
ポ
イ
ン

ト
で
す
。金
脈
を
掘
り
当
て
そ
う
で
す
か
。

で
は
ま
た
つ
ぎ
の
機
会
に
。

締
め
切
り
日
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

■ 

各
部
門
の
締
め
切
り
日
と
掲
載
号

締
め
切
り
日
現
在
で
、直
近
の
掲
載
号
へ
の

応
募
作
品
と
し
ま
す
。

☎︎334-1106、FAX336-2300広報広聴課

応募には「平成27年度市民の広場掲載依
頼書」をご使用になり、同書記載の「掲載
の決まり」に従ってお申し込みください。

は
が
き
な
ど
の
用
紙
に
、未
発
表
の
も
の

を
締
め
切
り
ご
と
に
1
人
3
作
品（
ふ
り

が
な
）ま
で

応
募
方
法 

応
募
部
門・住
所・氏
名（
ふ

り
が
な
）・電
話
番
号
を
明
記
の
う
え
、

各
締
め
切
り
日
ま
で
に
、直
接
ま
た
は
郵

送
で

広
報
広
聴
課（
〒
２
７
２
・

８
５
０
１
※
住
所
不
要
）

☎
３
３
４・１
１
０
６
同
課

締
め
切
り
日（
消
印
有
効
）

掲
載
号

短
歌

1
月
20
日（
水
）
３
月
5
日
号

川
柳

2
月
20
日（
土
）
４
月
２
日
号

俳
句

3
月
21
日（
月
）
５
月
７
日
号

消
防
出
初
式

	
	

原
　
光
生
　
選

福
笑
い
ピ
カ
ソ
の
名
画
で
き
上
が
り

	

奉
免
町	

小
田
中	

準
一

招
き
猫
顔
拭
い
て
や
る
お
正
月

	

柏
井
町	

白
土
　
武
夫

甘
い
も
の
こ
れ
別
腹
と
妻
太
る

	

幸	

柳
澤
　
信
夫

つ
け
睫ま

つ

毛げ

入
院
し
て
も
忘
れ
る
な

	

原
木	

齋
藤	

江
津
子

金
運
の
手
相
小
銭
か
札
な
の
か

	

田
尻	

石
川
　
ち
よ
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１
月
９
日（
土
）

午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

（
荒
天
中
止
。当
日
午
前
６
時
か
ら

☎
３
３
３・３
６
３
６
で
確
認
可
）

大
洲
防
災
公
園

☎
３
３
３・２
１
１
１（
音
声
ガ
イ
ダ
ン
ス・６
番
）消
防
総
務
課

部
隊
観
閲
や
消
防
功
労
者
表
彰
が

行
わ
れ
る
他
、

木き

遣や
り

、ま
と
い
な
ど
の

伝
統
的
な
消
防
技
術
も

披
露
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、消
防
音
楽
隊
に
よ
る
演
奏
、

緊
急
消
防
援
助
隊

資
機
材
の
展
示
、

消
防
士
に
な
り
き
れ
る

企
画
な
ど
が
あ
り
、

子
ど
も
も
楽
し
め
る
催
し
で
す
。

▲防火・消火の思いをメロディーにこめて

▲火消したちの心意気を示すまとい振り

木き

遣や
り

　
“
木
遣
”と
は
作
業
歌
で
、複
数
人
で
仕

事
を
す
る
時
、力
を
１
つ
に
ま
と
め
る
た
め

の
掛
け
声
や
合
図
と
し
て
歌
わ
れ
て
き
ま

し
た
。「
セ
イ
ノ
ー
」「
ヨ
イ
シ
ョ
」の
掛
け
声

か
ら
発
展
し
た
日
本
独
特
の
貴
重
な
声
の

文
化
と
言
え
ま
す
。江
戸
時
代
、町
火
消

は
と
び
職
人
を
中
心
に
編
成
さ
れ
ま
し

た
。彼
ら
の
作
業
歌
で
あ
る「
地
形
木
遣
」

が
受
け
継
が
れ
、現
在
の
出
初
式
で
歌
わ
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。昭
和
31
年
、東
京

都
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た「
木
遣
」

は
、時
代
を
経
て
土
地
や
家・人
の
繁
栄
を

祈
願
す
る
祝
儀
の
た
め
の
歌
へ
と
発
展
し

て
き
ま
し
た
。

ま
と
い

　

江
戸
時
代
、地
域
ご
と
に
組
み
分
け
さ
れ

た
町
火
消
の
シ
ン
ボ
ル
だ
っ
た「
ま
と
い
」。起

源
は
、15
世
紀
ご
ろ
戦
場
で
用
い
ら
れ
た
侍

大
将
の
馬
印（
う
ま
じ
る
し
）だ
と
言
わ
れ
て

ま
す
。ま
と
い
振
り
は
、組
の
存
在
と
心
意

気
を
示
す
大
切
な
役
目
で
し
た
。火
事
場

で
振
ら
れ
る
ま
と
い
に
組
員
た
ち
の
士
気
は

高
ま
り
、激
し
い
炎
も
恐
れ
ず
に
消
火
で
き

た
そ
う
で
す
。




